
活動量の多い犬や使役犬

活動的な犬、使
役犬、スポーツ
犬の食餌

活動量の多い犬、使役犬、スポーツ犬には、仕事やス
ポーツの種類に適した栄養を与えることで、犬はうま
く遺伝的潜在能力を発揮してトレーニングできる可
能性があります。

キーメッセージ

   使役犬やスポーツ犬によって、エネルギー必要量は大きく異なります（下表を参照）。これは、それぞれの活動には固
有の能力要件があり、それにより個々の犬に必要なエネルギーと栄養素のニーズが影響を受けるためです。 

犬の仕事およびスポーツ活動における推定エネルギー必要量 
出典：Shmalberg（2014）および Wakshlag & Shmalberg（2014）

（次のページに続く)

a  これらの活動の多くについて、運動量は報告されていません。一般的に、激しい運動でも持続時間が短ければ、カロリー必要量への影響は小さくなります。中および
高のカテゴリでは、移動距離と環境温度に大きく依存します。これは、通常の活動的な犬のライフスタイルの維持におけるエネルギー必要量 132 x (BWkg0.75) に基づ
きます。

目的別の栄養

低a

(エネルギー必要量の増加が 25% 未満)
中a

(エネルギー必要量の増加が 25～100%)
高a

(エネルギー必要量の増加が 100% 超)

アジリティ バイクジョアリング（3.2～16 km/2～10 
マイル） 犬ぞりレース（32 km/20 マイル超）

オビディエンス（服従）またはコンフォメー
ション（ドッグショー） カーティング（3.2～16 km/2～10 マイル） バイクジョアリング（16 km/10 マイル超） 

ディスクドッグ フィールドトライアル カーティング（16 km/10 マイル超）

ドックジャンピング ハーディング ハンティング（狩猟）（3 時間超）

グレーハウンドレース ハンティング（狩猟）（3 時間未満）

アースドッグ サーチアンドレスキュー（捜索救助）

活動量の低い仕事 ウェイトプル

コーシング（狩猟） 犬ぞりレース（32 km/20 マイル未満）

フライボール 活動量の高い仕事  
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。

キーメッセージ（続き）

   運動強度と運動持続時間によって、主に犬の代謝が何に依存するか、つまり脂肪酸か、グルコースか、またはその両方
かが決まります（図を参照）。この情報は、適切な食餌の選択に役立ちます。  

   スポーツ犬や使役犬は、やせ型の体型（9 段階評価で 4～5）を維持することで、最高のパフォーマンスを発揮します。
   自宅で体型（肋骨、胴のくびれ、腹のたるみ）を定期的にチェックし、犬がやせ過ぎや太り過ぎにならないように給

餌量を調整します。
   犬へのカロリー供給量は、シーズン（オフシーズン期間、トレーニング期間、活動期間）によって調整が必要な場合

があります。

   活動的な犬、使役犬、スポーツ犬のすべてに、パフォーマンス用ドッグフードが必要なわけではありません。
   スプリント犬など一部の犬では、タンパク質、脂質、炭水化物を中程度に含む、高品質で消化のよい成犬維持期用

フードで良いパフォーマンスを出すことができます。
   耐久力競技を行っている犬には、高脂質・高タンパク質で、特に身体に十分な量を摂取できるように嗜好性と消化

性の高いパフォーマンス用の調合が必要になることがあります。

   運動中の犬や使役犬が水分不足に陥ると、パフォーマンスが低下する可能性があります。
   運動中の犬に水分補給が必要な理由は主に次の 2 つです。

   運動は熱を産生する活動である。
   熱を発散し、エネルギー代謝の副産物を除去するには、水が必要である。

   すべての運動中の犬には、安静時の犬に比べて多くの水分が必要です。
   犬は体温を低下させるためにパンティングするため、水分がすぐに失われます。
   運動中の犬の水分必要量は、犬の体重、環境温度および湿度、パンティング中の蒸発による水分損失効率、運動の継

続時間と強度によって異なります。

無酸素 有酸素

炭水化物含有量 
脂肪含量
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